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Ⅰ
．�各
地
域
の�

景
気
判
断
の
概
要�

─�

二
〇
二
五
年�

七
月
─

一
部
に
弱
め
の
動
き
も
み
ら

れ
る
が
、す
べ
て
の
地
域
で
、

景
気
は「
緩
や
か
に
回
復
」、「
持

ち
直
し
」、「
緩
や
か
に
持
ち
直

し
」と
し
て
い
る
。

「
地
域
経
済
報
告
」（
さ
く
ら
レ
ポ
ー
ト
）

日本銀行では、本支店・事務所が企業への聞き取り調査等を通じて行っている各地域の経済金融情勢に関する
調査の結果を、「地域経済報告」（さくらレポート）として、支店長会議の機会ごとに取りまとめています。また、今回取り
上げる「地域経済報告」（さくらレポート）別冊シリーズは、中長期的な観点からみた地域経済の課題など特定のテー
マに焦点を絞った調査の結果を取りまとめたものであり、その時々の景気情勢に焦点を当てる「地域経
済報告」を補完するものです。
＊全文は日本銀行ホームページに掲載されています。https://www.boj.or.jp/research/brp/rer/index.htm

（注）�前回との比較の「　　」、「　　」は、前回判断と比較して景気の改善度合いまたは悪化度合いが変化したことを

示す（例えば、改善度合いの強まりまたは悪化度合いの弱まりは、「　　」）。なお、前回判断と比較して景気の改善・

悪化度合いが変化しなかった場合は、「
　　

」となる。

【 25/4月判断 】 前回との
比較 【 25/7月判断 】

北海道
一部に弱めの動きがみられるが、
持ち直している ➡ 一部に弱めの動きがみられるが、

持ち直している

東　北 持ち直している ➡ 持ち直している

北　陸
一部に弱めの動きもみられるが、
緩やかに回復している ➡ 一部に弱めの動きもみられるが、

緩やかに回復している

関　東
甲信越

一部に弱めの動きもみられるが、
緩やかに回復している ➡ 一部に弱めの動きもみられるが、

緩やかに回復している

東　海 緩やかに回復している ➡ 緩やかに回復している

近　畿
一部に弱めの動きがみられるもの
の、緩やかに回復している ➡ 一部に弱めの動きがみられるもの

の、緩やかに回復している

中　国 緩やかな回復基調にある ➡ 緩やかな回復基調にある

四　国 緩やかに持ち直している ➡ 緩やかに持ち直している

九州・
沖縄

一部に弱めの動きがみられるが、
緩やかに回復している ➡ 一部に弱めの動きがみられるが、

緩やかに回復している
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Ⅱ
．�
別
冊
「
人
手
不
足
感
が
強
ま
る
も
と
で
の�

地
域
企
業
の
投
資
・
事
業
戦
略
」   　
　
　
　

─
二
〇
二
五
年
五
月
─　

【
要
旨
】

幅
広
い
業
種
・
企
業
規
模
の
地
域
企

業
が
、「
人
手
不
足
感
の
強
ま
り
」
を

経
営
上
の
優
先
課
題
と
捉
え
て
お
り
、

人
手
不
足
が
事
業
活
動
の
制
約
に
な
っ

て
い
る
と
の
声
が
多
く
聞
か
れ
た
。
こ

う
し
た
も
と
、
地
域
の
企
業
は
、
投
資
・

事
業
戦
略
面
で
様
々
な
対
応
や
工
夫
を

進
め
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ヒ

ア
リ
ン
グ
で
聞
か
れ
た
最
近
の
特
徴
的

な
取
り
組
み
と
し
て
は
次
の
四
点
が
あ

げ
ら
れ
る
。

第
一
に
、
労
働
投
入
量
の
節
約
や
人

員
一
人
当
た
り
の
収
益
力
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
に
、
Ａ
Ｉ
等
の
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
活
用
が
広
が
っ
て
い
る
。
そ
の
背

景
と
し
て
、
同
技
術
を
用
い
た
サ
ー
ビ

ス
等
を
提
供
す
る
企
業
が
増
え
る
中
、

そ
の
コ
ス
ト
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
る
。
賃
上
げ
が
広
が
る
も

と
、
労
働
投
入
コ
ス
ト
が
上
昇
し
、
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
等
へ
の
投
資
コ
ス
ト
が
相

対
的
に
安
価
に
な
っ
た
と
の
指
摘
も
聞

か
れ
て
い
る
。

第
二
に
、
労
働
力
の
追
加
投
入
を
要

す
る
規
模
拡
大
戦
略
か
ら
の
脱
却
が
進

ん
で
い
る
。
既
存
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い

て
、
製
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
高
付
加
価

値
化
な
ど
質
的
向
上
に
集
中
し
、
労
働

力
の
追
加
投
入
を
抑
制
し
な
が
ら
収
益

を
強
化
す
る
戦
略
が
広
が
っ
て
い
る
ほ

か
、
店
舗
の
無
人
化
を
図
る
ビ
ジ
ネ
ス

な
ど
、
人
手
を
要
し
な
い
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
を
展
開
す
る
動
き
も
み
ら
れ
始
め

て
い
る
。

第
三
に
、
人
手
不
足
感
の
強
ま
り
を

受
け
、
人
員
配
置
や
事
業
・
サ
ー
ビ
ス

を
抜
本
的
に
見
直
す
動
き
が
広
が
っ
て

い
る
。
収
益
性
の
高
い
事
業
へ
の
重
点

的
な
人
員
配
置
が
進
ん
で
い
る
。
ま

た
、
人
手
不
足
を
理
由
に
低
利
益
率
の

サ
ー
ビ
ス
を
廃
止
す
る
動
き
が
増
え
て

い
る
ほ
か
、
人
手
が
十
分
に
確
保
で
き

ず
採
算
の
低
い
事
業
か
ら
撤
退
す
る
動

き
や
、
他
社
へ
の
事
業
譲
渡
を
検
討
・

実
施
す
る
動
き
も
広
が
っ
て
い
る
。

第
四
に
、
自
社
だ
け
で
は
対
応
困
難

な
ビ
ジ
ネ
ス
領
域
に
お
い
て
、
企
業
を

ま
た
い
で
人
材
等
の
経
営
資
源
の
共
用

化
を
図
り
事
業
活
動
を
展
開
す
る
動
き

も
み
ら
れ
て
い
る
。

現
行
の
生
産
年
齢
人
口
の
先
行
き
見

通
し
は
、
こ
の
年
齢
層
か
ら
の
追
加
的

な
労
働
供
給
の
余
地
が
今
後
も
縮
小
し

て
い
く
こ
と
を
示
唆
し
て
お
り
、
人
手

不
足
感
の
強
ま
り
は
中
長
期
的
に
も
継

続
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
そ
う
し

た
も
と
で
、
各
地
域
の
企
業
が
事
業
を

継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
上
述
し
た

よ
う
な
労
働
生
産
性
を
高
め
る
取
り
組

み
を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

日
本
銀
行
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、

地
域
企
業
の
行
動
が
人
手
不
足
感
の
強

ま
り
を
受
け
て
ど
の
よ
う
に
変
化
し
、

各
企
業
の
労
働
生
産
性
の
向
上
に
つ
な

が
っ
て
い
く
の
か
、
さ
ら
に
、
地
域
経

済
を
押
し
上
げ
る
方
向
に
作
用
す
る
の

か
、
注
目
し
て
い
き
た
い
。
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１
．
は
じ
め
に

企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
を
み
る

と
、
人
手
不
足
感
は
一
段
と
強
ま
っ
て

い
る
。
企
業
の
人
手
不
足
感
は
、
コ
ロ

ナ
禍
以
前
か
ら
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代

の
定
年
退
職
等
を
背
景
に
強
ま
っ
て
い

た
。
現
行
の
生
産
年
齢
人
口
の
先
行
き

見
通
し
は
、
こ
の
年
齢
層
か
ら
の
追
加

的
な
労
働
供
給
の
余
地
が
今
後
も
縮
小

し
て
い
く
こ
と
を
示
唆
（
注
）し
て
お
り
、

人
手
不
足
感
の
強
ま
り
は
中
長
期
的
に

も
継
続
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
（
図

表
１
）。

こ
の
よ
う
な
人
手
不
足
感
の
強
ま
り

か
ら
、
地
域
の
企
業
で
は
、
人
材
の
確

保
・
係
留
等
を
目
的
に
、
こ
こ
数
年
、

賃
上
げ
の
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
ほ

か
、
勤
務
環
境
の
改
善
や
人
事
制
度
の

改
革
な
ど
の
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
取
り

組
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
引
き
続
き
人

材
確
保
・
係
留
に
苦
労
し
て
い
る
企
業

は
少
な
く
な
く
、
短
観
の
雇
用
人
員
判

断
Ｄ
Ｉ
は
不
足
超
幅
が
拡
大
し
て
い
る

（
図
表
２
）。
さ
ら
に
、
同
Ｄ
Ｉ
と
生
産
・

営
業
用
設
備
判
断
Ｄ
Ｉ
の
関
係
を
み
る

と
、
最
近
で
は
、
人
手
不
足
感
が
強

ま
っ
て
も
、
設
備
の
不
足
感
が
高
ま
ら

な
い
傾
向
に
あ
り
、
多
く
の
企
業
で
、

人
手
不
足
が
事
業
活
動
の
制
約
に
な
っ

て
い
る
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
（
図
表
３
）。

こ
う
し
た
も
と
、
地
域
の
企
業
は
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
等
を
活
用
し
た
省
力
化

投
資
を
増
加
さ
せ
る
な
ど
、
投
資
面
等

で
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
人
手
不
足

感
の
強
ま
り
に
対
処
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
実
際
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
投
資
の
動

向
を
み
る
と
、
大
企
業
の
み
な
ら
ず
、

中
堅
・
中
小
企
業
で
も
、
投
資
額
を
大

き
く
増
加
さ
せ
て
い
る
（
図
表
４
）。

こ
う
し
た
中
、
日
本
銀
行
で
は
、
昨

年
十
一
月
か
ら
本
年
三
月
に
か
け
て
、

本
支
店
・
国
内
事
務
所
の
各
管
轄
地
域

に
お
い
て
、
上
記
の
経
営
環
境
の
変
化

を
受
け
た
地
域
企
業
の
見
方
や
対
応
を

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
し
た
。

具
体
的
に
は
、
ま
ず
、
地
域
の
企
業

が
、
人
材
確
保
・
係
留
の
厳
し
さ
が
増

す
経
営
環
境
に
直
面
す
る
中
、
人
手
不

足
感
の
強
ま
り
を
経
営
上
の
課
題
と
し

て
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
に
つ

い
て
聞
い
た
う
え
で
、
課
題
解
決
に
向

け
、
特
に
投
資
・
事
業
戦
略
の
面
で
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い

る
の
か
、
あ
る
い
は
今
後
し
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
っ
た
。
本
稿
は
そ
の
調
査
結
果
の
取

り
ま
と
め
で
あ
る
。

（
注
）�

生
産
年
齢
人
口
と
就
業
者
数
の
乖か
い

離り

は
、
先

行
き
縮
小
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、
二
五
～
七
四
歳
人
口
で
み
て
も
、
ペ
ー

ス
は
緩
ま
る
も
の
の
、
縮
小
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。

（注）�2003年12月調査には、調査の枠組み見直しによ
る不連続が生じている。

（出所）日本銀行

図表2　雇用人員判断ＤＩ

（注）�シャドー部分は、先行き。人口の先行きは、国立
社会保障・人口問題研究所の推計値。就業者数の
先行きは、労働政策研究・研修機構の推計値をも
とに試算。

（出所）�総務省、国立社会保障・人口問題研究所、労働
政策研究・研修機構

図表1　人口動態
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２
．�

地
域
の
企
業
が
直
面
す
る�

最
近
の
経
営
課
題

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
か
ら
は
、
幅
広
い

業
種
・
企
業
規
模
の
地
域
企
業
が
、「
人

手
不
足
感
の
強
ま
り
」
を
経
営
上
の
優

先
課
題
と
捉
え
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。

具
体
的
に
は
、
人
口
減
少
が
続
く
も

と
、
企
業
の
人
手
不
足
感
が
強
ま
っ
て

お
り
、
事
業
活
動
の
制
約
に
な
っ
て
い

る
と
の
指
摘
が
多
か
っ
た
。
賃
上
げ
の

ほ
か
、
勤
務
環
境
の
改
善
な
ど
の
取
り

組
み
も
進
め
て
い
る
も
の
の
、
人
材
を

十
分
に
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
の

声
も
あ
っ
た
。
特
に
若
年
層
や
、
技
術

職
等
の
専
門
人
材
な
ど
の
不
足
感
の
強

さ
を
指
摘
す
る
声
が
多
か
っ
た
。
ま

た
、
先
行
き
も
生
産
年
齢
人
口
か
ら
の

追
加
的
な
労
働
供
給
の
余
地
が
縮
小
し

て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
構
造
的
に

人
手
不
足
感
が
強
ま
っ
て
い
く
こ
と
か

ら
、
今
後
も
人
材
の
確
保
の
難
し
い
状

況
が
続
く
と
み
て
い
る
企
業
が
多
か
っ

た
。

３
．�

人
手
不
足
感
の
強
ま
り
を�

受
け
た
具
体
的
な
投
資
・�

事
業
戦
略

地
域
の
企
業
か
ら
、
人
材
面
・
資
金

面
な
ど
経
営
資
源
が
十
分
で
な
い
こ
と

や
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導
入
等
へ
の
社

内
的
な
土
壌
・
機
運
が
醸
成
さ
れ
る
ま

で
に
な
お
時
間
を
要
す
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
十
分
な
対
応
が
で
き
て
い
な
い
と

の
声
も
引
き
続
き
聞
か
れ
た
。
も
っ
と

も
、
全
体
と
し
て
は
、
地
域
の
企
業
に

お
い
て
も
、
人
手
不
足
が
事
業
活
動
の

制
約
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
投

資
・
事
業
戦
略
面
で
対
応
や
工
夫
を
行

う
企
業
に
広
が
り
が
み
ら
れ
て
い
る
。

今
回
の
地
域
企
業
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

で
聞
か
れ
た
最
近
の
特
徴
的
な
取
り
組

み
と
し
て
、
次
の
四
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
ず
、（
１
）
労
働
投
入
量
の
節
約
や

人
員
一
人
当
た
り
の
収
益
力
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
に
、
Ａ
Ｉ
等
の
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
活
用
が
広
が
っ
て
い
る
ほ
か
、

（
２
）
労
働
力
の
追
加
投
入
を
要
す
る

規
模
拡
大
戦
略
か
ら
の
脱
却
も
進
ん
で

い
る
。
ま
た
、（
３
）
人
手
不
足
感
の

（注）�短観ベース（情報通信を除く）。2024年度は実
績見込み、2025年度は計画値。2024年度およ
び2025年度は、2025年３月調査の値。

（出所）日本銀行

図表４　ソフトウェア投資

図表3　雇用人員判断と設備判断

製造業

（注）�2003年12月調査には、調査の枠組み見直しに
よる不連続が生じている。

（出所）日本銀行

非製造業



強
ま
り
を
受
け
、
人
員
配
置
や
事
業
・

サ
ー
ビ
ス
を
抜
本
的
に
見
直
す
動
き
が

広
が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、（
４
）
自
社

だ
け
で
は
対
応
困
難
な
ビ
ジ
ネ
ス
領
域

に
お
い
て
、
企
業
を
ま
た
い
で
人
材
等

の
経
営
資
源
の
共
用
化
を
図
り
事
業
活

動
を
展
開
す
る
動
き
も
み
ら
れ
て
い
る
。

以
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、

企
業
の
対
応
を
よ
り
具
体
的
に
み
て
い
く
。

（
１
）�

Ａ
Ｉ
等
の
デ
ジ
タ
ル
技
術�

活
用
の
広
が
り

人
手
不
足
が
事
業
活
動
の
制
約
に

な
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
対
応
と
し
て
、

地
域
の
企
業
か
ら
最
も
多
く
聞
か
れ
た

声
は
、
Ａ
Ｉ
等
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
つ
つ
、
①
労
働
投
入
量
や
労
働
時

間
を
一
段
と
節
約
す
る
動
き
や
、
②
販

売
活
動
等
の
効
率
化
に
よ
り
人
員
一
人

当
た
り
の
収
益
力
を
高
め
る
動
き
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
最
近
の
特
徴
と
し
て

は
、
②
の
事
例
が
増
え
て
い
る
点
が
あ

げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
デ
ー
タ
分
析
を

踏
ま
え
て
需
要
予
測
を
行
う
Ａ
Ｉ
等
の

導
入
な
ど
の
声
が
多
く
聞
か
れ
た
。
こ

の
間
、
①
に
つ
い
て
は
、
労
働
投
入
量

し
て
克
服
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
広
が
っ

て
お
り
、
こ
の
こ
と
も
利
用
企
業
の
裾

野
拡
大
に
寄
与
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
、
人
手
不
足
感
の
強
い
企

業
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

省
人
化
・
自
動
化
等
の
ニ
ー
ズ
は
高
い

と
み
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
企
業
の
中

に
は
、
サ
ー
ビ
ス
品
質
や
ブ
ラ
ン
ド
イ

メ
ー
ジ
の
低
下
な
ど
の
リ
ス
ク
を
懸
念

し
て
、
省
人
化
・
自
動
化
を
慎
重
に
進

め
て
い
こ
う
と
考
え
る
企
業
も
一
部
で

み
ら
れ
て
い
る
。

（
２
）�

規
模
拡
大
を
通
じ
た
収
益�

強
化
策
か
ら
の
脱
却

こ
れ
ま
で
地
域
の
企
業
が
策
定
・
実

行
す
る
成
長
戦
略
で
は
、
店
舗
拡
大
に

よ
る
収
益
増
強
な
ど
労
働
力
の
追
加
投

入
を
伴
う
形
で
の
事
業
深
耕
・
拡
大
を

図
っ
て
い
く
動
き
が
少
な
く
な
か
っ
た

が
、
こ
の
と
こ
ろ
は
、
人
手
確
保
の
難

し
さ
を
課
題
と
し
て
指
摘
す
る
声
が
増

え
て
お
り
、
従
業
員
の
増
加
な
ど
の
規

模
の
拡
大
を
前
提
と
し
た
成
長
戦
略
が

描
き
に
く
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
う
し
た
も
と
、
地
域
の
企
業
で
は
、

人
手
の
追
加
的
な
確
保
を
要
す
る
こ
と

な
く
収
益
増
強
を
図
る
手
段
と
し
て
、

①
既
存
の
製
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
高
付

加
価
値
化
な
ど
、
質
的
向
上
を
重
視

し
た
戦
略
が
広
が
っ
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
製
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
量

を
抑
制
す
る
一
方
、
高
級
化
や
高
品
質

化
な
ど
を
進
め
る
こ
と
で
高
付
加
価
値

化
を
図
り
、
労
働
投
入
量
を
節
約
し
つ

つ
収
益
増
強
を
図
る
動
き
が
増
え
て
い

る
。
こ
の
ほ
か
、
一
部
に
は
、
例
え
ば
、

店
舗
の
無
人
化
を
図
る
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
、

②
人
手
を
要
し
な
い
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

を
展
開
す
る
動
き
も
み
ら
れ
始
め
て
い
る
。

（
３
）�

人
員
配
置
や
事
業
・�

サ
ー
ビ
ス
の
抜
本
的
見
直
し

多
く
の
地
域
企
業
で
は
、
限
ら
れ
た

人
的
資
源
の
有
効
活
用
を
図
る
観
点
か

ら
、
従
来
維
持
し
て
い
た
事
業
・
サ
ー

ビ
ス
等
の
優
先
順
位
付
け
を
行
い
、
そ

れ
に
沿
っ
て
抜
本
的
に
、
自
社
内
の
人

員
配
置
を
見
直
す
動
き
や
、
人
手
を
十

分
に
確
保
で
き
な
い
事
業
・
サ
ー
ビ
ス

自
体
を
見
直
す
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
①
収
益
性
の
高
い
事

の
削
減
の
み
を
目
的
と
す
る
の
で
は
な

く
、
ベ
テ
ラ
ン
技
能
者
の
今
後
の
退
職

等
も
見
据
え
、
技
能
継
承
と
省
人
化
・

自
動
化
を
あ
わ
せ
て
行
う
よ
う
な
事
例

が
増
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
デ
ジ
タ
ル
技
術
等
の
活
用

が
地
域
の
企
業
に
広
が
っ
て
い
る
背
景

と
し
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
等
を
用
い

た
様
々
な
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
企
業
が
増
え
て
い
る
中
で
、
そ
の
よ

う
な
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
コ
ス

ト
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

る
。
ま
た
、
地
域
企
業
の
間
で
賃
上
げ

の
動
き
が
広
が
る
も
と
、
労
働
投
入
コ

ス
ト
が
上
昇
し
て
お
り
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
等
の
投
資
コ
ス
ト
が
相
対
的
に
安
価

に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
企
業
も
一

部
に
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
事
業
承
継

な
ど
で
経
営
者
が
世
代
交
代
し
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
活
用
し
始
め
た
と
の
声

も
聞
か
れ
て
い
る
。

こ
の
間
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
利
活
用

に
際
し
、
従
来
、
地
域
企
業
の
ボ
ト
ル

ネ
ッ
ク
と
な
る
と
の
指
摘
が
多
か
っ
た

専
門
人
材
の
不
足
を
、
行
政
機
関
や
金

融
機
関
の
サ
ポ
ー
ト
を
活
用
す
る
な
ど
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業
へ
の
重
点
的
な
人
員
配
置
が
み
ら
れ

て
い
る
ほ
か
、
②
人
手
不
足
を
契
機
と

し
て
、
低
利
益
率
の
製
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
の
廃
止
や
、
さ
ら
に
は
、
よ
り
実
施

難
易
度
が
高
い
と
さ
れ
て
き
た
採
算
の

低
い
事
業
か
ら
の
撤
退
に
ま
で
踏
み
込

む
動
き
が
み
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
他
社
へ
の
事
業
譲
渡
に
つ

い
て
、従
来
み
ら
れ
た
後
継
者
不
足
と
い
っ

た
動
機
だ
け
で
は
な
く
、
事
業
継
続
に

必
要
な
従
業
員
を
十
分
に
確
保
す
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、

検
討
・
実
施
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。

こ
の
背
景
と
し
て
は
、
人
手
不
足
へ

の
対
応
が
優
先
的
な
経
営
課
題
と
な
っ

て
い
る
地
域
企
業
が
少
な
く
な
い
中
、

人
材
確
保
も
目
的
と
し
た
事
業
取
得
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
お
り
、
事
業
譲
渡

が
進
め
や
す
い
環
境
に
な
っ
て
き
て
い

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
Ｍ
＆
Ａ
支
援
機
関
や
金
融
機

関
に
よ
る
Ｍ
＆
Ａ
や
事
業
承
継
の
支
援

が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
や
、
Ｍ
＆
Ａ
利

用
コ
ス
ト
の
低
下
も
、
事
業
譲
渡
を
行

う
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
背
景
の
一
つ

に
な
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

（
４
）�

企
業
を
ま
た
ぐ
経
営
資
源
の

共
用
化

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
取
り
組
み
は
、

自
社
の
人
的
資
源
の
最
適
な
再
配
置
等

を
通
じ
て
、
収
益
基
盤
・
収
益
力
の
強

化
を
実
現
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の

一
方
で
、
そ
れ
だ
け
で
は
対
処
で
き
な

い
ビ
ジ
ネ
ス
領
域
に
つ
い
て
は
、
企
業

を
ま
た
ぐ
連
携
・
協
業
等
も
選
択
肢
の

一
つ
に
な
り
得
る
が
、
こ
れ
ま
で
は
、

社
内
の
営
業
・
顧
客
情
報
の
漏
洩
な

ど
の
リ
ス
ク
が
懸
念
さ
れ
、
協
業
等
に

躊ち
ゅ
う
ち
ょ躇す
る
企
業
の
声
は
少
な
く
な
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
最
近
で
は
、
人
手
不

足
感
が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
後
押
し

と
な
っ
て
、
同
業
他
社
と
経
営
資
源
を

共
用
化
し
、
事
業
を
継
続
し
よ
う
と
す

る
動
き
が
み
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

運
送
業
で
、
配
送
人
員
の
不
足
に
対

し
、
競
合
他
社
同
士
が
共
同
し
て
配
送

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
限
ら
れ
た
人
手

で
効
率
的
に
配
送
す
る
取
り
組
み
が
広

が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
建
設
業
で
も
、

協
力
施
工
業
者
の
人
手
不
足
に
よ
り
受

注
を
制
限
す
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
る

中
、
競
合
他
社
と
連
携
し
、
互
い
の
協

力
施
工
業
者
に
発
注
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
で
、
受
注
量
を
増
や
す
取
り
組

み
な
ど
が
み
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、
地
域
横
断
的
な
取
り
組

み
な
ど
、
よ
り
多
く
の
企
業
・
団
体
等

と
連
携
し
て
、
人
手
不
足
感
の
強
ま
り

と
い
っ
た
経
営
課
題
へ
の
対
応
を
図
ろ

う
と
す
る
動
き
が
み
ら
れ
て
い
る
。

４
．
お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
、
地
域
の
企
業
で

は
、
Ａ
Ｉ
等
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
も
活
用

し
つ
つ
、
人
手
不
足
感
が
強
ま
る
も
と

で
の
収
益
基
盤
や
収
益
力
の
強
化
に
向

け
た
様
々
な
投
資
・
事
業
戦
略
を
検

討
・
実
行
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い

る
。
戦
略
の
中
身
に
つ
い
て
も
、
規
模

拡
大
に
よ
る
収
益
強
化
策
か
ら
脱
却
し

質
的
向
上
を
図
る
よ
う
な
施
策
や
、
人

員
配
置
や
事
業
・
サ
ー
ビ
ス
の
抜
本
的

な
見
直
し
な
ど
、
人
手
不
足
が
深
刻
さ

を
増
す
中
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
踏
み
込

ん
だ
対
応
と
な
っ
て
い
る
も
の
や
、
工

夫
の
度
合
い
が
強
ま
っ
て
い
る
も
の
が

少
な
く
な
い
。
さ
ら
に
は
、
社
内
情
報

の
漏
洩
な
ど
の
リ
ス
ク
へ
の
懸
念
か
ら

こ
れ
ま
で
進
ま
な
か
っ
た
同
業
他
社
や

地
域
横
断
的
な
連
携
も
こ
こ
に
き
て
進

ん
で
お
り
、
人
手
不
足
の
難
題
に
直
面

し
、
こ
れ
ま
で
実
現
が
難
し
か
っ
た
対

策
に
着
手
す
る
動
き
も
広
が
っ
て
い
る
。

現
行
の
生
産
年
齢
人
口
の
先
行
き
見

通
し
は
、
こ
の
年
齢
層
か
ら
の
追
加
的

な
労
働
供
給
の
余
地
が
今
後
も
縮
小
し

て
い
く
こ
と
を
示
唆
し
て
お
り
、
人
手

不
足
感
の
強
ま
り
は
中
長
期
的
に
も
継

続
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
そ
う
し

た
も
と
で
、
各
地
域
の
企
業
が
事
業
を

継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
本
稿
で
取

り
上
げ
た
よ
う
な
労
働
生
産
性
を
高
め

る
取
り
組
み
を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

日
本
銀
行
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、

地
域
企
業
の
行
動
が
人
手
不
足
感
の
強

ま
り
を
受
け
て
ど
の
よ
う
に
変
化
し
、

各
企
業
の
労
働
生
産
性
の
向
上
に
つ
な

が
っ
て
い
く
の
か
、
ま
た
、
そ
れ
ら
の

動
き
が
さ
ら
に
広
が
り
、
深
ま
る
こ
と

を
通
じ
て
地
域
経
済
を
押
し
上
げ
る
方

向
に
作
用
す
る
の
か
、
注
目
し
て
い
き

た
い
。
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